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1 マルチメディア機能 


お使いのコンピユータには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディア機能が含まれ 
ています。コンピュータには、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれています。 


• オーディオおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 

• 音楽を再生する内蔵ステレオスピーカ 

• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストールミきみのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 


寶を 記： お使いのコンピュータによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含ま 
れていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピュータに搭載されているマルチメディアコンポーネントの確認および使用 
方まについて説明します。 
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マルチメディアコンポーネントの各部 

な下の図と表で、コンピュータのマルチメディア機能について説明します。 


⑥ 



攝 


名称 



説明 

(1) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(2) 

Web カメラ 


サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(3) 

内蔵マイク 


サウンドを録音します 

(4) 

スピーカ （X2) 


サウンドを出力します 

(5) 

オーディオ出力 

(へツ ドフオン）コネクタ 

別売のバッテリまステレオスピーカ、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、またはヘッドセットを接続すると、サウンドを出力します 




注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータ本体のスピーカは無効になります 

(6) 

オーディホ入力 

(マイク）コネクタ 

別売のコンピュータ用へッドセットマイク、ステレオアレイマ 
イク、またはモノラルマイクを接続します 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

ホットキー： 

• スピーカの音を消したり元に戻したりするには 、 fn + home キーを押します。 

• スピーカの音量を上げるじは 、 fn + pg up キーを押します。このホットキーを巧し結けると、ス 
ピーカの音量が一定の割合で徐々に上がります。 

• スピーカの音量を下げるには 、 fn + pg dn キーを押します。このホットキーを押し続けると、ス 
ピーカの音量が一定の割合で徐々に下がります。 

• Windows ® の[ボリュームコントロール]: 

a . タスクバーのち端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b. 音量を調整するには、スライダを上下に移動します。音を消すには、[ミュート]アイコンを 
クリックします。 

または 

a . 通知領域の[音量]アイコンをちクリックして、[音量ミキサを開く]をクリックします。 

b. 音量を調整するには、[デバイス]列でスライダを上下に移動します。[ミュート]アイコンを 
クリックして音を消'すこともできます。 

悟量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の手順で操作して表示します。 

a . 通知領域でちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 

b. [通知領域]タブをクリックします。 

C. [システム]アイコンの下の[音量]チェックボックスにチェックを入れます。 
d. [0 のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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メディア操作機能の使用 

メディア操作ホットキーは、オプティカルドライブ内の才ーデイオ CD または DVD の巧生を制御し 
ます。 


メディア操作ホットキーの使用 

メディア操作ホットキーは、 わ キ ー(1) とファンクションキーロ）の組み合わせです。 


• 才ーデイオ CD または DVD が再生中でない場合、 fn + f 9 (3) を押すとディスクが再生されま 
す。 


• 才ーディナ CD または DVD の再生中は、な下のホットキーを使用できます。 

。 ディスクの再生を一時停止または再開するには、 fn + f 9 (3) を押します。 

。 ディスクを停止するには、 fn + f 10 ( 4 ) を巧します。 

。 才ーディオ CD の前のトラックまたは DVD の前のチャプタを再生するには、 fn + f 11 巧) 
を押します。 

。 才ーデイオ CD の次のトラックまたは DVD の次のチヤプタを再生するには、 わ + f 12 (6) 
を押します。 
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2 マルチメディアソフトウエア 


お使いのコンピュータには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソフ 
トウエアがプリインストールされています。ここでは、 [DVD Play] およびプリインストールされてい 
る他のマルチメディアソフトウエアの詳細について説明します。 


[DVD Play ] ソフトウエアの使用 

[DVD Play] によって、お使いのコンピュータが持ち運びのできるエンターテイメントツールに変わり 
ます。 [DVD Play] を使用すると、音楽や DVD の動画を楽しむことができます。 

[DVD Play] を起動するには、[スタート]一すベてのプログラムー [DVD Play ] の順に選択します。 

[DVD Play] の使用方まについて詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

プリインストールされている他のマルチメディアソフトウエ 
アの使用 

プリインストールされている他のマルチメディアソフトウエアを確認するには、な下の操作を行いま 
す。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。たとえば、 [Windows Media Player] で才ーディオ CD を再生する場合は 、 [Windows Media 
Player ] をクリックします。 


m を記： サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 


ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の手順で操作しま 
す。 

1. ディスクをオプティカルドライブに巧入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピュータのち起動を要求するメッセージが表示されたら、コンピュータを再起動します。 


賢を 記： コンピュータの付属ソフトウェアの巧用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照してください。これらの説明書はディスクに収録されていたり、ソフトウェアのヘルプに含ま 
れていたり、製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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3 ナーディナ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまな才ーディオ機能を巧巧できます。 

• コン ピュータのスピーカおよび接続した外部スピーカを巧用した、音楽の再生 
• 内蔵マイクまたは接結した外付けマイクを巧巧した、サウンドの録音 
• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディナと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 
• インスタントメッセージプログラムを巧巧した、サウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジナ信号の受信 

• 才ーディナ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 


外付けスピーカ、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続ちまについては、デバイスに付 
属の製造元の説明書を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、な下の点にを意 
してくださし、。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピュータの適切なコネクタにしっかりとち続されていること 
を確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピュータの対応するコネクタに合わせて色分 
けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバがある場合は、そのドライバをインストールします。 


m を記： ドライバは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバータとして機能す 
る、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピュータのシステムサウンドを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[サウンド、音声、および才ーディオデバイス]一[サウンド 
とオーディオデバイス]の順に選択します。 

2. [サウンドと才ーディナデバイスのプロパティ]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。[プログラムイベント]でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選巧して 
から、[ち生]ボタンをクリックします。 

スピーカまたは接镜したへッドフォンから音が鳴ります。 

コンピュータの録音機能を確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリト[サウンドレコーダ]の順に選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保巧します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


歐 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピユータの才ーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコン 
を右クリックする力、、 [スター ト]一[コント ロールパネル] 一 [ハー ドウ I アとサウンド]一[サウン 
ド]アイコンの順に選択します。 
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4 動画 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまな動画機能を巧巧できます。 

• 映画の鑑賞 

• インターネットを介したゲーム 
• プレゼンテーシヨン作成のための画像や動画の編集 
• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニタまたはプロジ X クタの接続 

外付け モニタコネクタに よって、外イ寸け モニタ や プロジェクタ などの外付け ディスプレイデバイス 
をお使いの コン ピュ ータに 接続できます。 

▲ ディスプレイデバイスをち続するには、デバイスケーブルを外付けモニタコネクタに接続しま 
す。 


0 



W を記： 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 fn + f 4*- 
を押して、外付けディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 わ + f 4 を繰り返し押すと、表示画 
面がコンピュータ本体のディスプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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HDMI デバイスの接続 

コンピュータには 、 HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタが搭載されています 。 HDMI 
コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたは才ーディオコンポーネントなどの別売の 
ビデオまたは才ーディオデバイスとコンピュータを接続するためのコネクタです。 

コンピュータは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサポートすると同時に、 
コンピュータ本体のデイスプレイまたはサポートされている化の外付けデイスプレイの画面をサポー 
卜できます。 


m を記： HDMI コネクタを使用してビデオ信号を伝送するには、一般の電器店で販売されている HDMI 
ケーブルを別途購入する必要があります。 


HDMI コネクタにビデオまたは才ーディオデバイスを接続するには、な下の手順で操作します。 

1. HDMI ケーブルの一方の端をコンピュータの HDMI コネクタに接続します。 



2. ビデオデバイスの製造元の説明書を参照して、ケーブルのもう一方の端をビデナデバイスに接 
続します。 

3. コンピュータに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、コンピユー 
夕の fn + f 4 キーを巧します。 


HDMI を使用したオーディオの設定（一部のモデルのみ） 

設をするには、お使いのコンピュータの HDMI コネクタに HD 対応テレビなどの才ーディオまたはビ 
デオデバイスを接続し、最高の音質を得るには、メディアプログラムとして [DVD Play ] を使用しま 
す。 


また、コンピュータに搭載されているグラフィックスカードを確認し、そのグラフィックスカード 
に対応したオーディオ巧生の初期デバイスを設定しておく必要があります。 

コンピュータに搭載されているグラフィックスカードの種類の巧認 

▲ コン ピュ ー タのキ ー ボ ー ドのラベルを確認します。 
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または 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選がします。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックしてから、[ディスプレイアダプタ]をクリック 
します。 

HDMI をオーディオ再生の初期デバイスに設定 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ I アと サウンド]一[サウンド]アイコンの 順に選択 

します。 

2. [再生]タブー[デジタル出カデバイス ( HDMI ) ]一慨定値に設定]の順にクリックします。 

3. [0 のをクリックします。 

4. [DVD 円 ay] を起動するか、すでに実行中の場合は再起動します。 
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5 オプティカルドライブ 


お使いの コン ピュータには、 コン ピュータの機能を拡張するオプティカルドライブが搭載されていま 
す。 コン ピュータに取り付けられているドライブの種類およびその機能を確認してください。オプ 
ティカルドライブを巧用すると、データディスクを読み取ったり、音楽や動画を再生したりできま 
す。お使いの コン ピュータにブルーレイディスク ROM ドライブが内蔵されている場合は、ディスク 
から HD 対応ビデオを巧生することもできます。 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピュータ]の順に選択します。 

オプティカルドライブなどの、お使いのコンピュータに搭載されているデバイスの一覧が表示されま 
す。な下のどれかのドライブが搭載されている場合があります。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブ 

• DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

• Ugh に cribe DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

• スーパーマルチ DVD ± R / RW 対応ブルーレイディスク ROM ドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 


寶 を記： 上記には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 
ります。 
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ナプティカルディスクの使用 

DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD ) に 
対応しています。これらのディスクは、音楽、写真、動画などの情報を保存します。 DVD の方が、 
CD より大きい容量を扱うことができます。 


オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。オプティカル 
ドライブがブルーレイディスク ROM ドライブである場合、ブルーレイのディスクを読み取ることも 
できます。 


’ を記； ここには、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 
ります。また、サポートされているオプティカルドライブすべてが下記の一覧に記載されているわけ 
ではありません。 

な下の表に示すように、オプティカル 
きるものもあります。 

ドライブによっては、 

オプティカルディスクに書き込みがで 

オプティカルドライブ 
の種類 

CD-RW へのまき込み 

DVD ± RW/R へのまき 
込み 

DVD+R DL へのまき込 
み 

LightScribe CD また 
は DVD ± RW/R へのラ 
ベルの害き込み 

DVD ± RW / R および 
CD - RW コンボドライ 
ブ 

可 

巧 

不可 

不可 

DVD ± RW / R および 
CD - RW コンボドライ 
ブロ層記録 （ DL ) 対 
応） 

可 

可 

可 

不可 

Ugh に cribe DVD ± RW / 
R および CD - RW コン 
ボドライブ （2 層記録 
CDL ) 対応） 

可 

可 

可 

可 

又ーパー マルチ DVD 
± R / RW 対応 ブルーレ 
イディスク ROM ドラ 
イブ （2 層記録 （ DL ) 
対応） 

可 

可 

可 

不可 


A を意： 才ーディオやビデオの劣化、データの損失、再生機能の損失を防ぐため、 CD や DVD の読み 
取りまたは書き込みをしているときにスリープまたはハイバネーシヨンを開始しないでください。 

また、データの損失を防ぐため、 CD や DVD への書き込み時にスリープまたはハイバネーシヨンを開 
始しないでください。 
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正しいディスクの選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に対応しています。デジタル 
データの保巧に巧用される CD は商用の録音にも巧巧されますが、個人的に保巧する必要がある場合 
にも便利です。 DVD は主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップ用に使用されます。 
DVD は CD と同じ化態ですが、容量は8倍な上になります。 


寶を 記： お使いのコンピュータに取り付けられているオプティカルドライブによっては、この項目で 
説明されている一部のオプティカルディスクに対応していない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (-度だけ書き込み巧能）ディスクは、永結的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ューザとファイルを共有したりするときに使巧します。通常は、な下の巧途で使用します。 

• サイズの大きいプレゼンテーシヨンの配布 

• スキャンしたデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保巧 

• ファイルを移動してハードドライブを解放することによる、ディスクの空き領域の確保 
データを記録した後は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

CD-RW ディスク 

CD - RW ディスク（再書き込みの可能な CD ) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジェクトを保をするときに使用します。通常は、な下の用途で使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの持ち運び 

• ハードドライブファイルの週次バックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継結的な更新 

DVD±R ディスク 

空の DVD ± R ディスクは、大量の情報を永結的に保存するときに使用します。データを記録した後 
は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

な前に保存したデータの削除や上書きをする必要がある場合は、 DVD + RW ディスクを巧巧します。 
このディスクは、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD に書き込む前の才一 
ディ オまたは ビデオ録画のテス 卜に最適です。 

LightScribe DVD+R ディスク 

Ugh に cribeDVD + R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
用します。これらのディスクは、ほとんどの DVD - ROM ドライブやセットトップ DVD ビデナプレー 
ヤで読み取ることができます。 LightScribe が有効なドライブと Ugh に cribe ソフトウエアを使用する 
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と、ディスクにデータを書き込むだけでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加すること 
もできます。 

ブルー レイディスク 

BD とも呼ばれるブルーレイディスクは、 HD 対応動画などのデジタル情報を保巧するための HD 巧 
応オプティカルディスクフナーマツトです。1枚の1層式ブルーレイディスクで25 GB まで保巧で 
き、これは 4.7 GB の1層式 DVD の5倍強にあたります。2層式のブルーレイディスクでは1枚で 
50 GB まで保存でき、これは 8.5 GB の2層式 DVD の6倍近くになります。 

通常は、な下の用途で使用します。 

• 大量データの保存 

• HD 対応動画 

• ビデオゲーム 
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音楽の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. オプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレ 
イが少し押し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

m を晶 n トレイが完全に開かない場合は、ディスクを慎重に傾けて回転軸の上に置いてくださ 

_ 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



6. ディスクトレイを閉じます。 

7. 自動再生の動作を設定していない場合は、[自動巧生]ダイアログボックスが開き、メディアコン 
テンツの使用方まを選択するように要求されます 。 [DVD Play ] または [Windows Media Player ] を 
選択します。これらはどちらもお使いのコンピュータじプリインストールされています。 

m を晶^_ ディスクの巧入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 

ディスクの巧生中にスリープまたはハイ/《ネーシヨンを開始した場合、な下のことが発生します。 

• 再生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を巧起動し、再生を再開しなければならない場合があります。 
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動画の再生 

オプティカルドライブを使巧すると、ディスクから動画を再生できます。別売のブルーレイディス 
ク ROM ドライブまたは別売の HD DVD ドライブがコンピュータに搭載されている場合は、 HD 対応 
動画を再生することもできます。 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. オプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧してディスクトレイ 
が少し押し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

を を晶^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回転軸の上に置いてくださ 

^ 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます口）。 



6. ディスクトレイを閉じます。 

[DVD Play ] によって自動的に動画が再生されます。 

鞍 を記 . HD 対応動画を鑑賞するには 、 [DVD Play ] プログラムを使用する必要があります。 
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DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
より著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《 DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:一 DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート] 一 [コン ピュ ータ] 一 [システムのプロパティ] の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、 [デバイスマネージャ] をクリックします。 

野 を記 . _ コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザアカウントの調 

整機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ユーザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合がありま 
す。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. [DVD/CD-ROM ドライブ]をちクリックし、地域の設定を変更する DVD ドライブを右クリックし 
て、 [プロパティ] をクリックします。 

5. [DVD 地域] タブで地域を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 
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CD または DVD の作成または「書き込み」 

お使いのコンピュータに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD ± RW のナプティカルドライブが搭載され 
ている場合は 、 [Windows Media Player ] または [CyberLink Power 2 Go ] などのソフトウエアを使用し 
て、 MP 3 や WAV 音楽ファイルなどのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。動画 
ファイルを CD または DVD に書き込むには、 [ MyDVD ] を使用します。 

CD または DVD を書き込むときは、な下のガイドラインを参ちじして〈ださい。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて保巧して閉じ、すべてのプログラムを閉 
じてください。 

• CD - R や DVD - R は、情報をコピーした後は変更できないため、通常は才ーデイオファイルの書 
き込みに最適です。 


寶 を記 ： [CyberLink Power 2 Go ] では、ナーディナ DVD を作成することはできません。 


• ホームステレオや力ーステレオによっては CD - RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD - R を使用します。 

• CD - RW や DVD - RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• ホームシ ス テムで使用される DVD プ レー ヤは、通常、すべての DVD フォー マットに対応して 
いるわけではありません。対応している フォー マットの一覧については、お使いの DVD プ レー 
ヤに付属の製造元の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイルの化式よリファイルのサイズがルさく、また、 MP 3 ディスク 
の作成プロセスは、データファイルの作成プロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレー 
ヤまたは MP 3 ソフトウエアがインス I ルされているコンピュータでのみ再生できます。 

CD または DVD を書き込むには、な下の手順で操作します。 

1. 元のファイルをハードドライブ上のフナルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使巧するソフトウェアの名前を選巧します。 


歐 を記： サブフォルダに含まれているプログラムもあります。_ 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディナ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]をちクリックしてから[エクスプローラ]をクリックし、元のファイルが保存されてい 
るフナルダに移動します。 

6. フォルダを開き、空のナプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込みプロセスを開始します。 

手順について詳しくは、それぞれのソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説 
明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、または製造元の Web サイト 
で提供されていたりする場合があります。 


A を意； 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、 
録音内容などの著作権によって保護されたもの許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行 
為です。コンピュータをそのような目的に使用しないでください。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルじあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歐 を記； トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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6 Web カメラ 


お使いのコンピュータには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラと 
は、動画の撮影と共有ができる入カデバイスです。プリインストールされた [CyberLinkYouCam] ソフ 
トウ;!:アの新しい機能を使巧すると、 Web カメラの操作性を向上させることができます。 

Web カメラおよび [CyberLinkYouCam] ソフトウエアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプ 
ログラム] 一 [CvberLink YouCam ] 一 [ YouCam ] の順に選択します。 


敦を 記： [YouCam] ソフトウェアに初めてアクセスしたときに、ソフトウェアが起動するまでにを少時 
間がかかる場合があります。 


[YouCam] を初期設定の Web カメラソフトウェアとして使巧すると、な下の機能を利巧できます。 

• 動画：動画の録画や再生を行います。また、ソフトウェアインタフェースのアイコンを使巧し 
て、動画を電モメールで送信したり、 YouTube にアップロードしたりできます。 

• 動画の再生：インスタントメッセージプログラムを起動すると、 [YouCam] によってツールバー 
が表示されます。 そのツールバーからグラフィックスによる効まを追加できます。 

• 特殊効果：フレーム、フィルタおよびエモティコン（顔文字）を写真や動画に追加できます。 

• スナップ写真：写真を1枚ずつ撮影したり、一気に連続して撮影したりできます。 

• 接続：ソフトウェアインタフエースのアイコンを使用して、写真や動画を電子メールで送信で 
きます。 


をを 記. Web カメラソフトウェアの使用方まについて詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書を 
参照してください。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていた 
り、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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Web カメラ使用上のを意 

パフナーマンスを最適にするために、 Web カメラを使巧するときはな下のガイドラインを参ちにして 
ください。 

• 動画によるチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新の/くージョンであ 
ることを確認して〈ださい。 

• お使いのネットワークファイアウナールじよっては、 Web カメラが正しく動作しない場合があ 
ります。 


野を 記. マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウオー 
ル外のユー ザへマルチメディア ファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファイ 
アウナールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効に 
します。問題を永久に解みするには、必要に応じてファイアウオールを巧設定したり、他の侵入 
検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、 IT 部門のネットワーク管理をに 
問い合わせてください。 


• 巧能な限り、カメラの背後の画面領域の外に明るい化源を置いてくださし、。 


Web カメラのプロパティの調整 

[プロパティ] ダイアログボックスを使巧して、 Web カメラのプロパティを調整できます。[プロパ 

ティ] ダイアログボックスは、内蔵カメラを使巧するさまざまなプログラムから、通常は構成、設 

定、またはプロパティメニューを使用して表示できます。 

• [輝度]:画像に取り込まれるホの量を調整します。輝度を高く設定するとより明るい画像にな 
り、輝度をおく設定するとより暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを低く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（ホ、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色ネ目の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。彩度を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、彩度をおく設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとよりはつ 
きりとした画像になり、シャープネスを巧く設まするとより柔らかい画像になります。 

• [ガンマ]:画像の中間調の灰色または中間色に作巧する対比を調整します。画像のガンマを調整 
することで、大幅に陰影およびハイライト部分を変更することなく、中間色の灰色部分の輝度を 
変化させることができます。ガンマをほく設をすると灰色はより黒く、濃い色はより濃くなりま 
す。 


• [バックライト補正]:バックライトの明るさを調整します（バックライトが明るすぎて巧を物が 
輪郭のみになるなど、画像が極端にぼやけてしまう場合に使巧します）。 

Web カメラの使用方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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7 トラブルシューテイング 


ここでは、一般的な問題と解みちまについて説明します。 


オプティカルディスクトレイが開かず、 CD または DVD を取 
り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


を を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 



4. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合、そのデバイスのドライバソフトウエア 
がないか、壊れている可能性があります。 DVD / CD - ROM ドライブのホ検出が疑われる場合は、オプ 
ティカルドライブが[デバイス マネー ジャ] ユー ティリティの一覧に含まれていることを確認します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

3. 結まの巧内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[DVD/CD-ROM ドライブ]の隣のプラス記号 （+ ) をクリックします。オプティカルドライブの 
一覧を確認します。 

ドライブが表示されていない場合は、このセクションの後半にある「デバイスドライバを巧イ 
ンストールする必要がある場合」の説明に沿って、デバイスドライバをインストール（または 
再インストール）してください。 


ディスクが再生できない場合 

• CD または DVD を巧生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を巧生する前にインターネットからログオフします。 

• ディスクを正しく挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端の方に向かって拭いてください。 

• ディスクに傷がないことを確認します。傷がある場合は、一般の電器店や CD ショップなどで入 
手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを巧生する前にスリープモードを無効にします。 

ディ スクの巧生中にハイバネー ショ ンまたはスリープ状態にしないでください。ハイバネー ショ 
ンまたはスリープ状態じしようとすると、続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示さ 
れることがあります。このメッセージが表示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をク 
リックするとな下のようになります。 

。 再生が再開します。 
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または 


。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 

ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動しなければならない場合があります。 

• な下の操作を行って、システムリソースを増やします。 

。 プリンタとスキャナの電源を切り、カメラと携帯電話デバイスの電源ケーブルを巧きます。 

プラグアンドプレイデバイスを取り外すと、貴重なシステムリソースが開放され、巧生 
のパフォーマンスが向上します。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では 

簡単に見分けられないため、な下のちまでシステムの色のプロパティを16ビットの色に下 
げても、動画の再生時の色の違いは気にならないでしよう。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2. 陋面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します（設定されていない場合）。 


ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「自動巧生」と入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

2. 結まの枠内で、[自動ち生]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが表示された 
ら、[続行]をクリックします。 

3. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックを入れ、惟词を 
クリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 


DVD の動画が停止したリコマ落ちしたりする場合や、再生が 
不安定な場合 

• [再生]ボタンを押します。間違えて動画を停止している場合があります。 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2. 陋面の色]を[中 （16 ビット） ] に設まします（設定されていない場合）。 

。 プリンタ、スキャナ、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 
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DVD の動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピュータ本体のディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合、 fn + 巧 
を1回な上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるようにモニタの設をを行います。 

a . コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定]の 
順に選択します。 

b . メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


野を 記： 両方のディスプレイを使巧していると、セカンダリディスプレイに指ましたディスプ 
レイには DVD の画像が表示されません。 


マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るには、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選巧します。 


ディスクへの書き込み処理が巧われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• その化のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効 I こします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択して、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ]の [ DVD に D - ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバを再インストールします。 

デバイスドライバを再インストールする必要がある場合 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

3. 結まの枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]で、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、アンインス 
卜ールおよび再インストールするドライバの種類 （ DVD に D - ROM やモデムなど）の横のプラス 
記号 （+ ) をクリックします。 

5. -覧に表示されたドライバをクリックし、 delete キーを押します。確認のメッセージが表示され 
たら、ドライバは削除するが、コンピュータは巧起動しないことを確定します。 
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削除するその化のドライバについて手順を繰り返します。 

6. [デバイス マネージャ] ウィンドウのツールバーで [ハー ドウ エア 変更のスキ ヤン] アイコンをクリツ 
クします。 Windows は、お使いのシステムから取り付けられているハードウエアをスキャン 
し、ドライバを必要とするすべてのハードウエアに対して初期設定のドライバをインストールし 
ます。 


腎を 記： コンピユータの再起動をホめるメッセージが表示されたら、開いているすべてのフアイ 
ルを保存し、再起動して続行します。 


7. 必要に応じて[デバイスマネージャ]を再度開き、ドライバが一覧にま示されていることを確認し 
ます。 

8. プログラムを再度試行します。 

初期設をのデバイスドライバをアンインストールまたは再インストールしても問題が解決されない場 
合、な下の項目の手順に沿ってドライバを更新する必要があります。 

最新の HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバはな下のどちらかの方まで入手できます。 

• [HP Update Utility ] (HP アッ プ デートューティリティ）の 使用 
HP の Web サイトの使用 

[HP Update Utility ] を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート] 一 [すべてのプログラム] 一 [HP] 一 [HP Update] の順に選択します。 

2. [HP Welcome ] (HP へようこそ）画面で、 [Settings] (設定）をクリックして、ユーティリティ 
が Web 上のソフトウェアの更新を確認する時間を選巧します。 

3. [Next] (次へ）をクリックして、 HP ソフトウェアのアップデートを確認します。 

HP の Web サイトを使巧するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ にアクセスして、国または地域を 
選択します。 

2. [ドライバ&ソフトウェアをダウンロードする]ナプシヨンをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フィールドに入力して、 enter キーを巧します。 

または 

特ミの SoftPaq が必要な場合は、[製品名-番号で検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し（番 
号の前に sp を付けないでください）、 enter キーを押して直ち検索することもできます。手順6 
に進みます。 

3. -覧に表示されているモデルから特定の製品をクリックします。 

4. Windows Vista ® オペレーティングシステムをクリックします。 

5. ドライバの一覧が表示されたら、更新されたドライバをクリックして追加の情報をさむウィンド 
ウを開きます。 

6. ファイルをダウンロードしないで更新されたドライバをインストールするには、 [Ins ね II now] 
(今すぐインストール）をクリックします。 


26 第7章トラブルシューティング 





または 


コンピュータにファイルを保巧するには、 [Download only] (ダウンロードのみ）をクリックし 
ます。確認のメッセージが表示されたら、 [Save] (保存）をクリックしてお使いのハードドライ 
ブ上の保巧場所を選択します。 

ファイルがダウンロードされたら、ファイルが保存されたフォルダに移動し、インストールする 
ファイルをダブルクリックします。 

7. 画面に指示が表示されたら、インストールが終了した後でコンピュータを再起動し、デバイスの 
動作を確認します。 

最新の Windows デバイスドライバの入手 

[ Microsoft ® Update ] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この Windows 
の機能は、 Windows オペレーティングシステムとその他の Microsoft 製品に関する更新を自動的に確 
認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Upda 均を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて、 httD :// www . microsoft . com / ia / iD / default . asDX を表示します。 

2. [セキュリティ &アップデー ト] をクリックします。 

3. [Microsoft Update] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウ；!:アの最新の更新情報を入手します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update ] をインストールします。ユーザアカウント制御 
のウィンドウがま示されたら、[続行]をクリックします。 

5. [変更する]をクリックし、 [Microsoft Update ] が Windows オペレーティングシステムとその他の 
Microsoft 製品へのアップデートを確認する時間を選がします。 

6. コンピュータの巧起動をホめるメッセージが表示されたら、お使いのコンピュータを再起動しま 
す。 
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